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	１．庄原市街地活性化計画について
	　今回、経済産業省が成長戦略の一環として検討する地方の市街地活性化策によると、支援対象を大幅に絞り込んだ新たな「重点支援区域制度」を2014年度にも創設することとなっている。新制度は中心市街地の中でも、特に地域経済の核となる数ヘクタールほどの区域を重点的に支援することとしているが、市町村や事業者が主体的なまちづくりに取り組むことが要件となる。つまり、これまでの要件が厳しい「中心市街地活性化法」では対応できないほど、地方が疲弊していると認めたこととなるものである。

そこで、提案型による質問を行う。

これまでの庄原市の活性化策は、小手先のものであったと言わざるを得ない。楽笑座、三軒茶屋、交流サロンラッキー、まちなか広場（公園）、ポケットパーク、市役所など、これらは全て旧庄原市商店街と言われる一帯に作られている。では、この財産をどう活かしていくかが、次の私の提案である。

【成果が出なかった原因】

①旧庄原市街の経済実態を見ようともせず、建物だけを作った。建物だけでは人は来ない。

②商店街ということにこだわりがあり、商店街の活性化に対する補助金を求め続けた。
	市　長


	順位
	４
	質問者
	林　高正

	項　　目
	質問の小項目及び要旨
	答弁を

求める者

	１．庄原市街地活性化計画について
	③上記２点の根本問題は、本当の意味の計画がなかったからである。つまり、具体的なまちづくりのコンセプトが示されていない。

【私の提案】

現在の旧庄原市内で最も人が回遊しているところはどこか。

それは、庄原赤十字病院、庄原ショッピングセンタージョイフルながえ一帯である。市役所からすると西の玄関口にあたる。その一帯と市役所一帯を結合することを提案する。

具体例としては、市役所前通りから紅梅通りを経て、今は手つかずの文芸の小路から庄原グランドホテル周辺を結ぶラインを整備する。そして、庄原赤十字病院⇔庄原グランドホテル（倉田百三広場）⇔ジョイフル（川沿い歩道）⇔児童公園⇔田園文化センターのすこやか散歩コースの設定・整備により「まちなか回遊コース」が誕生する。遊歩道の周辺には見える形のガーデニングをし、花いっぱいの美化運動を推進することも併せて提案する。その他の具体的提案は、有志で作成した整備企画書（案）に沿って行おうとするものである。

活性化のキーワードは、「人の姿」である。行き交う人があって初めての活性化ではない
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	順位
	４
	質問者
	林　高正

	項　　目
	質問の小項目及び要旨
	答弁を

求める者

	１．庄原市街地活性化計画について
	か。建設的な答弁を期待する。
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